様式第５号
	ゴルフ場利用税不均一課税（特例措置）適用申請書（利用者一覧表）
	
N0.


利用日
	
	年　　月　　日（　）
	
	ゴルフ場名


	

	


滋賀県中部県税事務所長　あて

私は、下記のとおり滋賀県税条例第41条の２の２第３項の規定による利用者に該当
しますので、ゴルフ場利用税の不均一課税（特例措置）適用を申請します。
	番号
	住　　所［電話番号］
	会員、非会員の別
生年月日
（年　齢）
	不均一課税事由
[該当するものに○をしてください]
	確認の方法
	備　考

(学校名・都
道府県名等)

	
	氏　　　名
	
	滋賀県税条例第41
条の２の２第３項
	
	

	
	住所

	会員・非会員
T・S・H
年　月　日生
（　　　　　歳）
	①65歳以上～
70歳未満
②国スポに準ずる
競技会参加選手
	住基カード・学生証・運転免許・保険証・その他（　　）
	

	
	氏名

	
	
	証明書番号等


	
	住所

	会員・非会員
T・S・H
年　月　日生
（　　　　　歳）
	①65歳以上～
70歳未満
②国スポに準ずる
競技会参加選手
	住基カード・学生証・運転免許・保険証・その他（　　）
	

	
	氏名

	
	
	証明書番号等


	
	住所

	会員・非会員
T・S・H
年　月　日生
（　　　　　歳）
	①65歳以上～
70歳未満
②国スポに準ずる
競技会参加選手
	住基カード・学生証・運転免許・保険証・その他（　　）
	

	
	氏名

	
	
	証明書番号等


	
	住所

	会員・非会員
T・S・H
年　月　日生
（　　　　　歳）
	①65歳以上～
70歳未満
②国スポに準ずる
競技会参加選手
	住基カード・学生証・運転免許・保険証・その他（　　）
	

	
	氏名

	
	
	証明書番号等




	ゴルフ場を利用される方ご本人がご記入ください。
	
	ゴルフ場の方がご記入ください。



	ゴルフ場を利用される方へ


・このゴルフ場利用税の不均一課税（特例措置）申請に関しては、原則として、本人であることを証する書類等が必要となります。
・利用者本人が、それぞれ記入してください。
なお、国民スポーツ大会に準ずる競技会等の場合には、当台帳の記入は代表者等が行い、参加者名簿を添付して下さい。（記入は代表者等の方のみで構いません）。
・「不均一課税（特例措置）事由」欄は、滋賀県税条例第41条の２の２第３項（65～70歳未満の者・国スポに準する競技会参加選手）の利用のいずれかに該当することが必要です。
・国民スポーツ大会に準ずる競技会の参加選手として利用する場合には、道府県知事・教育委員会の証する利用証明書および参加者名簿（任意様式または大会実施要綱）を提出してください。
※早朝・薄暮の利用については「早朝薄暮利用者台帳」にご記入下さい。

	ゴルフ場の方へ


・「確認の方法」欄は、必ず利用者ご本人であることを確認した上、身分証明書の番号等を記入（※下記参照）してください。[例）(住基カード)：住民基本台帳カード、(学生証)：生徒手帳、学生証等、(運転免許)：運転免許証、(保険証)：健康保
険証、(その他)：年金手帳、旅券、外国人登録証明書、社員証、職員証等]
・「備考」欄は、学生証、教員等の学校名、免許証、保険証等の発行都道府県名、社員証等の会社名など、証明書の番号等のほか、特に必要と考えられる事項を記載下さい。
